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開催 

TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。 
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Profile 
‣1984年山口県出身  
‣鶴見区馬場在住 
‣神奈川大学法学部卒 
‣よこはま健康友の会会長  
‣横浜東民商顧問  

川崎ストーカー事件、問われる本気の再発防止策

会見で謝罪する県警本部長 

川崎市で発生したストーカー殺人事件について、県

警の検証チームから「個人の判断ミスに留まらない、

深刻な組織的・構造的問題があった」とする検証報告

書が公表されました。前回、議会で追及した際、県警

本部長は「重く受け止める」と答弁していましたが、今

回、組織としての問題を正式に認めた形です。これを

受け、私は県警本部長と知事に対し、報告書で明らか

になった課題を具体的にどう克服するのか質しました。 

形骸化していた連携体制 
 今回の事件では、被害者が事件前に 9 回も電話相

談していたにもかかわらず、基本的な初動対応が怠

られました。定められた対処要領が守られず、組織が

機能しなかったのか、その根本原因を質しました。 

警察本部長は、署長や幹部に加え、本部が関与し

て危険性を多角的にチェックする仕組みが機能しな

かったこと、さらに生活安全部門と刑事部門の連携が

滞った結果、署の対応が是正されなかった、と答弁。

署長をトップとする対処体制そのも

のが「形骸化」していたことを認めま

した。これは、まさに私たちが前回指

摘した「体制的な課題」が裏付けら

れたものです。 

「被害届は即時受理」と明言 
 私は、被害届を受理しない警察の対応は、県民の信

頼を揺るがす問題であり、私自身も過去に経験があ

るとして、被害届の受理の徹底を求めました。 

これに対し本部長は、「被害者等の立場に立って対

応し、明白な虚偽等である場合を除き、即時受理する

こととしております」と明確に答弁しました。これは重

要な一歩です。しかし、前回指摘した深刻なマンパワ

ー不足に対し、具体的な増員数を質したところ、「来年

春の定期人事異動に向けて適正配置に努めてまいり

ます」と述べるに留まり、実効性を担保するための具

体的な人員増強策は示されませんでした。 

知事が「特別チーム」を設置 
 今回の事件では、警察組織内の問題に終始し、被害

者の安全を物理的に確保する福祉部局との連携が決

定的に欠けていました。 

私は、この警察と県の連携について知事の対応を

質しました。知事は、事件を重く受け止め、「DV・スト

ーカー被害対策担当課長」を新たに配置し、警察本部

からの派遣職員も加えた「特別チーム」を立ち上げた

ことを明らかにしました。今後はこのチームを中心に、

警察や関係機関と連携し、一時保護の充実や、ワンス

トップで支援につなげる仕組みづくりを早急に進める

としています。 

報告書で「組織的欠陥」を認めたことは重要ですが、

悲劇を二度と繰り返さないためには、人員不足の解

消や、新たに設置された特別チームが実効性のある

対策を打ち出せるかどうかにかかっています。私は、

この特別チームの動きも含め、県民の命を守る体制

が確立されるよう、注視していきます。 

YOUTUBEでも紹介しています⇒ 


